
蜂ヶ岡地域小中一貫教育目標

小中一貫教育を通じて育てたい子ども像

★めざす生徒像

＊考えが表現でき、課題解決に向かう生徒

＊相手の立場に気づき、より良い人間関係を築く生徒

＊時と場に応じた正しい判断と行動ができる生徒

＊なりたい自分に向かって挑戦しつづける生徒

★小中一貫教育の取組

小中三校校長会 小中連携主任会

小中三校主任会 小中研究主任会

小中生徒指導主任会

★教育目標 ★教育目標

き　きまりを守る子 が　がまんし、おりあいをつけられる子

わ　わかった、できたを目指す子 の　のびのびとみんなで楽しめる子

の　のびのびと元気な子

令和６年度　蜂ヶ岡中学校ブロックの小中一貫教育

つながり、深まり、未来をつくる子

☆児童、生徒の取組

「保護者の願い」「地域の願い」「社会の願い」ＰＴＡ

夢と誇りを持ち、社会をたくましく生き抜く子の育成

生徒会・児童会連携

授業体験

部活動見学

～将来を見据え、「自ら学ぶ力」と

部活動体験

★教育目標
人とのつながりを大切にし、たくましく生き抜く生徒の育成 小中連絡会

蜂ヶ岡中学校

学校運営協議会

★子ども像

６年保護者入学説明会

チャレンジ体験

②各小学校の児童会や生徒会との交流、中学校の部活体験など行い、交流を深め
る。

③小中学校の教職員間で相互の授業を参観し、小中合同研修会を行い、小中間の
連携を図る。

★子ども像

①小中学校９年間の各教科・各領域（人権・道徳・校外学習等）の連続性・系統
のある指導方法や評価・評定などを研究し、相互に工夫・改善を図る。

嵯峨野小学校

                       心豊かな子どもの育成

「自ら律する力」を高める教育の推進～

自ら学び、互いに高めあう、

不登校対策推進

合同研修会

今の子どもの生活背景

　情報入手が容易な時代であるため、
正しい判断や行動ができる必要があ
る。また、人との繋がりが広域化・多
様化しているため課題克服が困難なこ
とも予想される。社会に目を向け、積
極的にかかわることが大切な時代と考
える。

＊主体的に学びに向かう子（主体性）

＊社会の一員として、自己の責任を果たす子（社会性）

＊未来に向けて夢や志を持ち、実践する子（実践力）

進路指導情報交換

ときわのの子

☆教職員の取組

社
会
の
変
化

学力分析

と　友だちも自分も大切にする子 さ　さいごまで自分でやりきる子

生徒会・児童会
担当者会議

総合育成支援教育連携

常磐野小学校

小
中
連
携

小小連携


